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おもな内容: く〉化学展示一新 名古屋市立科学館 滝本正二 く〉米国スミソニアン研究所の特別研究員募集につい

て く> r化石と進化展」 無事終了 佐賀県立博物館手塚静雄く〉職員講習を終えて 天文博物館五島

プラネタリワム 小林悦子 <>全科協北から南から 自然学習体験の場として 香川県自然科学館

高橋正彦く〉会員館園の紹介 福井市立郷土自然科学博物館
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化学展示一新

低温の科学ならびに化学のデモンス卜レーションコーナーの新設 一一

当館では，化学の理論並びに応用 lζ関する展示スペー

スとして，本館 4 階の 851 nf をあてているが，開設以来

10年余が経過， 内容， 設備両面からその更新が望まれて

いたが，昨秋から本年春にかけて，その一部を展示替え

し， その内容を一新した. 次にあらましについて述べる

ととにする .

1. 目で見る化学反応

定性， 定量分析に広く利用されている沈殿 ・ 呈色反応

のなかから 3 種類をえらび，それを自動的に行なわせ，

溶液同士の化学反応p:対する理解と関心を深め，あわせ

てとかく近づきがたい化学への導入としたものである .

と ζ ろで， 化学反応を自動的に何度でも再現する ζ と

は ， 反応の都度新しい物質が生成し， その除去を考える

必要があり， 化学展示ではむずかしい分野とされていた

今回取り上げた 2 液の混合による沈殿， 呈色反応では

溶液の調製，補給等は係員が行なうとしても ， 液の混

合沈殿の除去と器具の洗機， また展示の効果を高める意

味で， 2 種類以上の反応を並行して行なわせるというよ

うなととを考えると，そのメカニックには多大のコスト

がかかるであろうと恩われた.

乙のため展示の流れはできる限り単純化するよう考慮

し ， A液の反応管への注入 ， B液の反応管への注入〔乙

れと同時lζ沈殿が生成する) ， 洗搬用の水の注入(4 回〕

と生成i沈殿物の除去が，見学者のボタン操作で自動的に

行われるようにしてある.

溶液の反応管への注入は， 既製の連続分注器を使用，

プランジャ ーの垂直運転 lとより，溶液が無理なく反応管

名古屋市立科学館 瀧本正ニ

へ送られるようになっており，また洗機用の水の注入は

電磁弁の開閉により行われるが，沈殿生成液， 呈色液の

除去， 洗機水の排水は ， 反応管Iζサイフォンを併設，水

量をサイフォンの高さとの関速においてあらかじめ設定

するととで自動的に排水し，元の状態に復帰するよう構

成した. 現在本展示では， 白色， 赤色， 深青色の 3 種の

沈殿， 呈色反応を美しく見せている .

2. 液体窒素製造装置

ブィリップス社の小型空気液化装置に分留塔を付け加

え， 液体窒素のみを得るようにしたものである .

原理は， 原料になる空気を圧縮，膨脹させるのではな

く ， 冷媒であるヘリクムを圧縮， 冷却，膨脹することに

より ， 約一2000 C という超低温をつくり，それにより空

気を冷却， 液化するようになっている .

欧米の科学博物館，たとえばミュンへ γのド イ ツ博物

公開実験用ステー ジ
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館， パリの発明館， アイントホーヘシのエポリュオシな 素を使用し ， 生花等の急速冷凍， ゴム等弾性を有する物

どは ， 展示室内の一般見学者の通るととろに，本館の 質の超低温下での様子，超低温下での金属の電気抵抗の

ものと同種の装置をおいて， 機械を運転 し， 液体窒素を 減少などを見せている.

取り 出 しているが，日本では高圧ガス取締法の規定があ との他， ナ ト リワム，銅， ス ト ロンチクムなどの炎色

り ， 鉄筋コンクリ ート の障壁で隔てられた室IL装置し ， 反応， ガラス細工を応用したスポイト ， 浮沈子づくり，

専任の作業主任者を配置して液体窒素の製造にあたって 七宝焼，染色， ポリクレタシの発泡， ナイロシの製造，

いる . ノレミノ ーノレ反応など ， 短時間で完結するものを適宜選択

3. 公開実験用特設ステージ

展示室内に設けられた実験用ステー ジで， 時間を定め

ミサイエシス ν ョク H という名で，各種のデモンス ト レ

ーν ョ シを行っている

主要な実験l丸 、低温科学" 1ζ関するもので， 別室の

液体窒素製造装置でつくられたマイナス 1960 C の液体窒

ーお知らせ一

して実施している .

以上のほか， プラワン運動， イオシ結合と共有結合の

モデノレ，元素周期表を新たに製作展示 し ， 兎角近よりが

たいミ化学と熱"の分野について充実をはかったわけで

ある .

「……ーーー……一_.米国スミソニアン研究所の特別研究員募集について，……一ーー……ー「

j 米国ワ ν シ ト シ同るスミソニアジ研究所で，毎年 植物の分類， 放射生物学，ヵ ーポ Yの測定， 動物行動!
|世界各国から特別研究生を募集している ζ とは， すで 学， 植物および動物生理学，動物病理学， 熱帯生物 ;
~ 1<= c:存知の方も多いと恩います このたび， 同研究所 学，野外生物学 i 
i から ， この乙とに関する 1976年から 1977年の事業計画 ! 
! の概要についてつぎのような内容の連絡がありました 地球科学 :堆石学および古生物学，鉱物学，土壌 i
! のでお知らせいたします 学， 火山学および|噴石学 i 

i スミソニアジ研究所の高等教育および研究lζ関す 科学技術の歴史: 数学， 物理学， 医学および薬学，

! る事業計画について 機械および土木工学， 電気工学の歴史，アメリカにお i

スミソニア y研究所の附年から目77年にかけての ける科学の歴史 i 
i 人類学， 生物科学， 地球科学， および科学技術史の分 スミソニア γフエロ ー ν ップは，学位取得後も研究;

| 野についての高等教育および研究明する事業計蘭を を継続して行う研究者同 1 年につき川00 ドルと;
;お知らせします 一定の研究費が援助されるスミソニアン学位未取得 1
1 スミソニアジプエ ローν ップは， スミソニアン研究 者ブエロ ーν ップ (Predoctora l Fe llowships) は ~
l 所に滞在して，コレク ν ョ>'，設備， 研究室を利用し 大学附いて承認できる論文のための研究を行う志望;

:て行い，かつスミソニアジの研究員の研究していると 者附して， 俸給として 1 年わき尻 000 ドルと一定 i

j とに関係深い自主的な研究を援助するために支給され の研究費が援助される.ζれらの申請は ， 1976年 1 月 !

! る 研究についての申込みは， スミソニアジ研究所が 15日までである ; 

! 研究能力をもっている分野について申し出る乙とが可 選抜は ， アカデミックな計画ゆ加する個人を対象 i
j 能である 研究領域は， つぎのようなものを含んでい に行われ， 申請者の人種， 信仰， 性別， 年令， 国別に !
i る より区別はしないとれに関する資料ゃ，申請の形式;

については ， rOffice of Academic Studies, Smi-i 
人類学: 考古学， 民族学， 民族史， 自然人類学およ 伽lian Institution , Washington , D. C. 2附Oi

i びカ ーポシ14の測定 U. S. A.J にお間合わせください.

研究員や， 学位の取得者もしくは取得可能者に対;

生物科学:化石および現生脊椎動物， 無脊椎動物， し， ζ れらの事をど連絡いただきたい ! 
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「化石と進展」 無事終了

佐賀県立博物館 手塚静雄

久しく県下の学校関係および各方面から期待されてい

た 「化石と進化展」は，国立科学博物館 ・ 佐賀県教育委

員会 。 朝 日 新聞社の共催により，昭和50年 6 月 1 日から

22日までの期間，佐賀県立博物館で開催された.

開場式は，初日前日 の 5 月 31 日 14時から国立科学博物

館側から福田館長，佐賀県側から池田知事，朝日新聞社側

からは西部本社土崎企画部長をはじめ ， 佐賀県理科教育

振興会村山会長さらに市内の中高校生徒代表など約 100

名が出席して行われた.

福田館長，池田知事， 土崎企画部長の手 lとなるテープ

カットのあと，国立科学博物館鶴田事業部長，浅間地学

研究部長， 藤山古生物第 2 研究室長の各コーナー別によ

る解説で， 展示会場を一巡， 案内していただいた

会場入口のロビ- 1(は 8ml(及ぶクピナガリュクの大 亜紀のすクロロブスの下肢，パラサクロロブスの骨格，

パネノレがあり，目をうばう.その脇1(フタパスズキリュ ぺノレム紀のディメトロドシの全身，第三紀漸新世のアノレ

クの出土状況の骨格模型が置かれ，また， 大型の三葉虫 νノイテリクムの全身等の化石模型では過去の生物がい

化石模型がロビーから会場へ通じる階段突当りに展示さ かに巨大なものであったかを知るうえで， とくに子供達

れた. これらはさらに ， 会場入口から 3 階の第 1 会場に にとって興味がもたれる展示であった.

通じているう才暗い通路にかけてスピーカーから静かに なお，人類の進化与を示した解説では猿人から原人へ，

流れる原始的な音楽の旋律と ， 赤や紫の照明とで異様な 原人から旧人，新人を経て現代人へと移り変ってゆく姿

ムー ド作りに役立っている . を筋だてて展示し，とくにとの展示内容は学校教材に関

会場は三葉虫の化石模型につづいて， 新人，旧人， 原 係があるものと思われ， ~高校の生徒達は熱心にメモな
人， 猿人と時代的K逆行した人類の切抜パネノレを配し ， どをとっていた.

観客の思考は遠い原始の世界へと導かれる . また ， 会場おくの大展示室を特別展示室として「月の

「化石か岩石かJ 1化石とは」 の導入展示にはじまり ， 石」を展示.ζの「月の石」はアメリカのアポロ 17号が

植物進化の系統的分類展示では，化石と模型それに背景 採取した小片資料で， ζ れを中心に宇宙飛行士による月

パネノレを効果的に用い，一部IC専門的な感もあるが一般 面活動の写真パネノレ，月面写真，それらの解説パネノレを

にも理解しやすい展示になっていた. 展示した.乙れらの資料展示は九州地方では初の公開で

とくに植物の新しい分類形式として，小葉植物，有節 あり，列をつくり，順番が近づくと身をのり出すように

植物，大葉植物に分け 4 億年にまたがる進化の説明は して見学していた.

植物研究者にも大いに注目された また一つの組物進化 特別展開催期聞が梅雨期になったので天候が懸念され

の指標としてカエデの進化がとりあげられたのも好評を たが幸い好天に恵まれ 3 万 1 千名の入場者をみるに至

得たものの一つであった. ったととは喜ばしい限りである，

動物では ， トンボの進化，ア ジモナイ トの頭足類の進 との様な大規模な特別展は当館では， 昭和46年 2 月の

化等，その資料は豊富で解説パネノレを含め理解しやすい 「化石展」開催以来の願望であり ， 当館としては今後も

展示になってお り，県内の地学担当教員の方達にも好評 数年に l 回は自然史関係の特別展を企画開催し， 博物館

であった. また，一般にはあまり知 られていないなぞの 利用者の要望に応えて行きたいと考えている .

動物コノドン ト の正体を模型や写真で解明し，新しい化

石として紹介展示された ζ とは学術的にも意義あること

の一つであろう .

大型化石ではデボγ紀後期のディニクチスの頭部， 白
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博物館職員講習を終えて

天文博物館五島プラネタリクム 小林悦子

今回の講習は， 49年度12月 lζ 14 日間， 50年度 6 月 lζ19 って幸いしたのであろう .

日間と 2 度K分けて行われたため， 参加しやすかった 生物学のなかでは，自然破壊のひどい ζ の日本に住む

のをまず感謝したい. ギ D ギリの人員で活動している私 身として，日頃から関心も強かったため ， 生態学が非常

立の小博物館としては，学習の意欲が十二分にあっても によく理解できた.分類学は近代的な方法論が， 資料の

とのような長期の講習への参加は， なかなか思うにまか 収集調査研究そして保管などは ， 自然、系博物館の共通問

せない. 12月 は年間で最も閑散な時期であるし 6 月 は 題として， 今後のよい指針を得たようで， 大いに参考に

私の館では幼稚園児対象の特別行事があって忙しいのだ したいと考えている

が，同僚の協力も得て， 講習中は勉学~r:励むことができ 乙の講習が乙れからも長くつづけられ， 博物館の職員

た.ただ北海道など遠方からの参加者にとっては ， 往復 は全員が受講するように望みたい. そして今後の一層の

の旅費が大へんだという声もあったようであるが，平均 充実のために ， 参考になればと ， あえていくつかの希望

としては，やはり 2 期に分れていた方が，出やすいと思 をのべさせてみたい.

われる . 時間不足のためにやむを得ない ζ とは，重々承知の上

講義はいずれも充実していて， 終ってからの満足感は だが，実習がやや中途半端な気がした.展示の見学も時

大きかった.ζれは主催する側， 講師側も ， 受講者側 聞が足りず， あとのまとめも充分に納得のいく検討がで

も ， ともに熱意が高かったからと思う つまりやる気充 きなかった.また塩原の実習は，正味 1 日間だけで，岩

分だったのである.日常の館務に追われながら ， 10数年 石，植物， 動物の採集に加えて，視聴覚教材の作成まで

を過してきた私だが，との際ふりかえって考えてみる良 は，不器用な私には消化し切れなかった. ただ体験すれ

いチャシスでもあった. それにしても連日 ， 朝から夕方 ばよいのならば， 乙れでよいのかも知れないが，少くと

までの講義は，久しぶりのことで，正直いってなかなか ももう 1 日費して，取り組みたかったと思う . または，

きっかった. せめて昼食時聞がもう少しほしかったと思 どれかー科目にしぼって実習した方がよいのではない

う.か.

日程作成の種々の制約も多く，先生方の準備もさぞや

少し，具体的にのべてみよう. 大へんだとお察しするが，よろしくお願いしたい.

博物館学概論， 社会教育概論， 教育原理等は， 本質論 視聴覚の実習は，今回はスライドと 8 ミ P ・ νネの教

すなわち目的または理想というべきもので，今回あらた 材製作で， 時宜を得たものと思う . しかし現在はこの他

めて講義をうかがい，日 頃は漠然としていた自分の考え にも各種の新しい方法が， ぞくぞく開発されているの

が，明示された思いと，間違っていなかったことを知り で， それらも，せめて講義だけでもあれば， それを手が

実は大いに自信を強めた次第である . かりに自分なりに今後の研究ができるのではないかと恩

とくに博物館学概論は，まだ学問体系が確立していな う.

いのが現実であるだけに，講師の熱情が強く感じられ 全体と しては， はじめに書いた通り，非常に有意義な

た.広く国際的視野での博物館の現状や位置づけでは， 講習であった.学芸員の資格取得を別にしても ， 博物館

わがプラネタ 3 クムも近年ははっきりと博物館として認 の管理 ・ 運営にあたられる方々は， ひろく受講されたら

めらたるようになったことを知り，うれしかった. 従来 非常によい参考になるであろう.

ともすればプラネタリワムは観光的にみられがちな情勢 さらに博物館の専門職員のために，段階的な各種の講

下で，天文教育機関であると自負し，努力してきたわれ 習があれば， 私たちは常に学習をつづけられてよいと恩

われである. う.

つぎに自分の興味にもよるのだが，自然科学史の講義 また北は北海道から南は沖縄まで，大小の公 ・ 私立博

は ， 人類の長いそして複雑な科学文化の歴史のなかで， 物館の仲間たちと ， 話し合えた ζ とは，よい参考になっ

最も重要なポイン ト は何か， を明確に指摘されたもの た. なお欲をいえば，もう少し余裕ある 日 程にして，も

で， 今後の自己の仕事の示唆ともなり ， たいへんにあり っともっと皆さんと，ディスカッ ν ョシをしたかったと

がたかった.乙れは講師の適任と ， 短い時間の講義が却 思う .
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全科協北から南から

自然学習体験の場として

高松市の西部と坂出市東部，綾歌郡北部にまたがる溶

岩台地上 Ir: ， 児童会館「五色台山の家J ， 少年自然の家，

野外活動センタ ー， 瀬戸内海歴史民俗資料館と共に ， 自

然科学館(本館， 別 館 青少年科学図書文庫， 分館

つどいの家，各野外学習地)が県立施設として，海

と島，空と山の色あいが調和した自然環境の中に存在し

ています.

これらの施設を利用して， 年聞を通じ 3 泊 4 日 ~4 泊

5 日(中 ・ 大規模校)の日程で， 県下の全中学 2 年生が

集園宿泊生活をする五色台教育で，当館が果す役割は大

きい.

すなわち ， 当館設置に関する条例第 3 条第 1 項「自然

科学等に関する知識の啓もう及び普及」を受けて，規則

第 2 条第 1 項「青少年K対し ， 自然科学及び人文科学に

関する教育活動及びそれにともなう実験 ・ 観察 ・ 実習等

の事業J が規定されています.これに基づいて， 生物 ・

地学・人文領域で学習体験の場を設定しているわけです.

「いきいきとした五色台教育」をもりたてている二本

の柱に ， 宿舎を中心とする「のびのびとした生活体験」

と，当館を中心とする「ゆとりのある学習体験」とがあ

ります.

県教育委員会事務局義務教育課の出先機関である当館

の職員は14名で，生物 ・ 地学 ・ 人文の三領域には各 3 名

宛の専門職員や研修員がいます. 要望に応じて，それぞ

れの野外学習地でとりくむ学習，館周辺の自然、等をさぐ

って館内でまとめる学習， および館内での実験 ・ 観察 ・

実習に対して， 中学校側lζ指導協力しています.

半日 ~2 日コースで，生徒が選んだ領域をI時間的 ・ 精

神的なゆとりをもって，クラブ活動方式で学習体験をし

ます. 興味 ・ 関心の持続とともに探究の意欲が高まり，

先人の歩んだ科学の方法の基本を体得させるのに絶妙な

効果をあげています. 学習後の生徒たちの感想は次のと

おりです.

「学校の授業とはちがった自然の中で，のびのびと学

習できるという乙とは，私たちにとってもうれしい.き

ょうはスミレについて調べたが，いつかまた，との時期

に乙乙!r:来て，きょうのととを恩い出してみたいと思

います.J 

(満濃中石崎志理子)

「静かな五色台，自然がいっぱいの五色台 5 日間と

いう時間はあまりにも早く過ぎてしまう.クグイスが鳴

香川県自然科学館 高橋正彦

き ， 緑いっぱいの山，私たちはとれにふれてきた.乙れ

まで ， なんとも思っていなかったものにも，新たな目を

向けることができるようになった.J (山田中 白沢〕

「自然 自然があるから

かわいい虫たち めずらしい鳥が住めるのだろう

自然をいつまでも大切K一一J (高瀬中 中西史〕

「私たちは，岩石 ・ 地層 ・ 化石の一つ一つが遠い過去

を物語っている ζ ともわかった.そして，五色台の自然

にも溶け ζ めそうだ.引田 ・ 屋島 ・ 小豆島 ・ 塩江 ・ 城山

なども調査してみたい， J (坂出東部中 山本隆志)

「五色台の何千万年前，何億年前の状態がわかって，

他の場所の岩石や地層などにも興味がわいてきた.世界

中の岩石を探し歩きたいように思えるし，もっと ， 昔の

状態をよく知りたいと思う .J (白鳥中丘同祐子〕

「昔のお遍路さんは， ζ んなさびしい山道を歩いたの

だなあと思っていたが， お地蔵さんや了石がたくさんあ

ったので，乙んなととでさびしさや苦しみを忘れて， ぉ

寺参りをしていたのだと気がつきました.J (長尾中男〕

乙のほかに ， 幼稚園，小・ 中学校新採教員研修での野

外学習でも ， 施設提供や指導にあたっています.ともに

環境教育をふくめた自然学習について，子どもたちへの

新しい指導意欲がうかがえ生す
公私立幼稚園の五色台自然保育事業に対して，分館

「つどいの家」と ， それに併設している「よい子の科学

広場」を管理して，利用に供するのも業務の一つです.

秋ははぎの花を渡る涼風が，澄みきった青空のもとで

子どもたちの広場にそよいでいます.芝生斜面をどろど

ろ転がりおりる園児たちが肌身で感じとる自然の感触

は ， 万物をはぐくむ大地への理屈抜きのスキンν ップの

快感でありましょう.

規則第 2 条第 2 項「自然科学等の教育に関する資料の

収集 ・ 作成及び提供J !r:基づいて ， 科学博物館及び青少

年科学図書文庫としての機能も果しています.

家族づれの自家用車や，自治会 ・ 社会教育団体を案内

する県政パス，県外客の定期観光パス等の来訪地になっ

ています.組織的な団体見学は ， 小学校五色合教育(夏

休み中 1 泊 2 日〉や遠足， 高等学校新採教員研修等で

の利用があります.

館内見学が自然学習の動機づけや， 学習体験後の整理

に役立つよう展示法をくふうしたいものです.
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会員館園の紹介

当年23歳の福井市立郷土自然科学博物館

特異な誕生

当館案内の冒頭lζ述べる一節から紹介しょう .

ミ昭和20年の大空襲 3 年後の福井大地震，大洪水と

度重なる災害K，福井市は壊滅的な打撃を受けた. しか

し雄々しくも立ち上った福井市は，数年にして復興博覧

会が花々しく開催されるまでに蘇った. 当館はその第二

会場の中心施設として， 90mの足羽山山頂で建てられた.

その頃には希 11::見る鉄筋白亜の三層で， ζ の屋上から復

興した吾が町を確め ， さらには郷土愛を育むために福井

の自然を理解するに足る資料を各階に展示しようとの発

想から誕生したものである .

準備はたった 1 年一一素人集団の熱意と協力

建物は別として， その中味をどうするかが大問題だっ

た. めくら蛇におじずとか， 市内の小中高の教員十数名

が資料の収集整理作製展示とがむしゃらに取り組んだ.

時の市長の高遜な精神 11::感動したからである.予定通り

に昭和27年 4 月 10 日 lとはめでたくオ←プシした.

創立20周年記念式典での私の懇請

昭和48年の秋 11::は創立20周年を祝って式典を挙げた.

並み居る来賓諸賢の前で私は主張した"創立当時の吾

が館は全国にもたぐい少なく，また他 11::遜色を見ないも

ので市民の誇りとすると乙ろだった.爾来20年の星霜を

重ねて， 資料は 9 万点を超すに至り，今やすとぶる狭隆

を覚え早急な拡張と ， 展示の形式内容両面の時代に相応

した脱皮が望まれてならない.と、

その後改新の気運も熟して来たのに，急激な不況の波

にさらわれて，望みは迄かK遠のいてしまった.

現況は数字で示そう

建物本館鉄筋地上 3 階地下 1 階 延べ625 m'

音響堂 鉄筋 1 階 190m' 

付設小動物園 5舎飼育動物 55匹

釘一本ガラス一枚までがチケット制時代によくぞとれ

だけのものが建ったものである.展示費まで含めて総計

2， 300万円だったという.まさに隔世の感がする.

所蔵資料と展示

地下と地上各階の小資料室 5 室にひしめき合う 9 万点

の資料， 日の目を見たいと出番を待つものも聖書しい.

博物館は展示で評価される.とれでは困ると今年夏休

み中に市の計画した12回の親子づれゼミナーノレには毎回

資料室にも案内した.以来博物館へのイメ ージが変わっ

たとか.展示で自慢できるのは 1 階の生態展示 4 景であ

る . 素人ばかりでの制作だが， できばえ上々と評判が高

い. 業者見積の数分の 1 の80万円ですんだという .

一番気がひけるのは 2 階郷土の動物展示である.鳥獣

から下等動物の液浸標本まで一通りが並ぶ.狭いスペー

スに欲張った展示で，いきおい分類中心になってしまっ

た.でも子供K尋ればζ の階が一番面白いと答える .

3 階は郷土の植物 ・ 岩石 ・ 鉱物 ・ 化石と多様. ミニ展

示ではあるが，テーマ中心の展示でよくまとまっている

と思うものの入館者K意外と足を止めるものが少ない.

あるいは自己満足の展示になっているのではなかろうか

と反省する.展示品総計は1 ， 900点である.

。職員は総数 8 名，小規模の博物館としては少ないとは

言わない. 久しく熱望し続けた若い学芸員がやっと昨年

に実現した.でも博物館本来の仕事に携わる 3 人の内の

2 人が非常勤嘱託では力が鑑らない.今もなお学校の教

員等17名の協力態勢でその手薄さを補っている .

。入館者は年間 3 万から 4 万までである . 開館日 1 日平

均 100名程度となる.大人20円， 子供10円の入館料は久

し く変えてはいない.

多忙な博物館

小規模博物館にしては，館内 ・ 館外活動は活発だと自

負している . 毎年 2 回以上の特別展示は出番を待つ資料

の活用であり，館lζ新風を流し， 生気を疲らせる機会で

もある.そのつど資料が整い充実も目立つ. 館員の研究

も当然に深まざるを得ない.

学習会は親子共々を原則としている.植物 ・ 昆虫 ・ 海

の動物 ・ 岩石 ・ 化石学習会と多種多様である . ζ の外lζ

天文クラブ ・ 愛鳥クラブの活動も加わって目まぐるし

い. 毎回K協力員の応援を求めての運営である.

昨年 1 昨年と 2 固にわたる薬草展は意外に反響が大き

く ，その後巡回展が十回 11::及び， 薬草採集会等もしばし

ばである.本年 1 月以降の質問応答メモ 103件 の内， 76 

件は薬草関係で，熔いた種lとは懇切を旨としている.
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